
プレカットユーザー　2023　vol.56　　34  

５月のバージョンアップで実装される新機能

2010年に施行された「公共建築物等における木材
利用促進法」は2021年 10月に「脱炭素社会の実現
に資する等のための建築物等における木材の利用の促
進に関する法律」に改正されるとともに、木材利用を
促進する建築物の対象範囲の拡大などがなされた。改
正法においては、木材利用を促進する対象について、
現在の低層の公共建築物から民間建築物にまで拡大さ
れたことから、非住宅木造の市場を拡大する追い風と
なっている。
こうした動向を受け、木造住宅のCAD/CAMシ
ステム大手のネットイーグル㈱（福岡県福岡市、祖
父江久好社長）では、非住宅木造プレカットCAD
「XF15」の機能拡充を急ピッチで進めている。
本誌で昨年からお伝えしているとおり、同社では、
XF15のオプションであるBIM連動ソフト「Revit
インターフェイス」や金物工法マスターの無償提供、
「在来仕口 / 継手」の対応、XF15の連携システムで

非住宅木造市場拡大の要となるプレカットCAD ネットイーグル㈱

ある「端柄/合板ＣＡＤ」のパネル化対応など、新た
な機能を次々と開発。今年の５月には、これらの集大
成となるVer.24へのバージョンアップを予定して
いる。

開発の
現場から

在来工法（仕口/継手）フル対応

本誌の第54号では、XF15の在来仕口/継手対応
の開発状況についてお伝えしたが、今年５月のバー
ジョンアップ（Ver.24）でフル対応する。
この機能は、同社が昨年に実施したアンケート調査
で浮き彫りとなった、非住宅物件の４割弱が在来工法
で建てられている現状を受けて開発されたもの。在来
工法による非住宅物件は斜め・円弧・多角・トラス
などの特殊な仕口が用いられることが多いためXF15
の自在性を最大限に活かすことができる。しかしなが
ら、従来の木造住宅向けプレカットCADにおいて、

今年５月にVer.24へバージョンアップするXF15では在来仕口/継手がフル対応となる
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在来工法に関しては、在来仕口/継手の加工実寸法を
CAD側が保持していないことから、同じ仕口であっ
ても加工機のメーカーによって加工実寸法が異なると
いう問題を抱えていた。
同社のXF15では、ユーザーが任意に編集・設定
した加工実寸法どおりに各機械メーカーの加工機を動
かすことができるが、これに対応しているのは外国製
加工機（フンデガーやユニチームなど）のみとなって
いた。そのため、XF15の在来仕口/継手の加工実
寸法について、国産の加工機メーカー各社の協力を
得ることで、どの機械メーカーの加工機であっても
CAD側の加工実寸法どおり動かすことができるよ
う調整を進めている。XF15で入力出来る在来仕口
/継手の加工形状や実寸法が統一されれば、設置され
ている加工機のメーカーによる縛りが無くなり、工場
を選ばずに加工を行えるため、現場から最寄りのプレ
カットインフラをより活用し易くなる。また、在来仕
口の加工実寸法を統一することが出来るため、　金物

工法同様、大型物件などは複数の工場で分散して加工
することも出来るようになる。
在来仕口/継手のフル対応については、以前にお伝
えした蟻・鎌継ぎ・桁差し・大入れ、大引き・渡り顎・
ホゾ（平ホゾ・角ホゾ）・羽子板ボルトに加え、新た
に、登り兜・斜め兜・登り茶臼・斜め茶臼・かたぎ大
入れ・登り斜め大入れ・コーナー大入れ（イカ）・コー
ナー大入れ（カニ）・登り斜め蟻・追掛継ぎ、台持継
ぎ・胴差ホゾ・胴差ボルトの入力に対応。今年５月の
Ver.24へのバージョンアップを経て、ほぼ全ての在
来仕口/継手の入力に対応が可能となる予定となって
いる。

ネットイーグル㈱（福岡県福岡市、祖父江久好社
長）では、非住宅木造の市場拡大を見据え、非住宅
木造プレカットCAD「XF15」の開発を進める一
方で、そのPR活動にも力を入れている。
2022年 11月９日と10日の両日にかけて、イ

ンテックス大阪で開催された非住宅木造建築フェ
ア2022に初めてブース出展し、非住宅木造市場へ
の参入を計画している事業者に向けてプレカット
CAD/CAMシステムのプロモーションを行った。
展示会では、非住宅木造プレカットCAD

「XF15」をメインに、連携システムの「CLT-
CAD」、「端柄 / 合板CAD」、「Revitインターフェ
イス」、構造計算システムなどについて３次元パー
スを用いたデモを実演した。
今回、同社のブースには、プレカット工場や設計
事務所など木造の関係者はもちろん、これまで非住
宅木造を手がけたことのない工務店や鉄骨造・RC

造から非住宅木造への参入を狙う地域ゼネコンの関
係者なども数多く訪れた。
今後、非住宅木造建築の市場がさらに拡大してい
くためには新規参入する事業者の増大が必須となる
ことから、同社では継続してPR活動を行っていく
方針。直近では今年の５月25日～26日に東京ビッ
グサイトで開催される非住宅木造建築フェア2023
への出展を予定している。

全CADソフトのパース機能を強化

また、同社ではVer.24へのバージョンアップの
際に、全CADソフトのパース機能を拡張する予定
となっている。

非住宅木造の市場拡大を見据え「XF15」をPR
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他方、同社では（一社）耐震性能見える化協会（中
川貴文代表理事）が無償公開している耐震シミュ
レーションソフト「wallstat」とプレカットCAD
「Xstar」との直結インターフェイス（以下：直結I/
F）を2020年にリリースしているが、今年１月に非
住宅木造プレカットCAD「XF15」と２×４CAD
「XF24」の双方でも直結I/Fを新たにリリース。こ
れにより一般住宅（在来 / 金物）、非住宅、２×４の
全てのCADで入力したデータによってwallstat
で耐震シミュレーションを行えるようになった。
また、今回のリリースに際して、Xstar 版の直
結 I/Fにおいても、XF15 版の直結 I/Fと同様
に水平構面（床・小屋）・垂木・屋根構面の出力を

全CADがwal lstatと直結連動
拡張される機能は、３Dパースの「グリッド表示」
と「部材 / 金物単位での表示切替機能」の二つ。
グリッド表示機能では「全体パース」だけでなく「範
囲指定パース」でも、グリッド（基準線）が表示され
るため、３Dパースで納まりを確認する際に図面の
どの部分を表示しているのか特定がし易くなった。
部材 / 金物単位での表示切替機能では、部材や金
物ごと、１本１個単位で表示を消したり半透明に　切
り替えることが出来るようになるため、不要な材を消
したり、一部の材を半透明にすることで、納まりの確
認や加工形状の確認がし易くなった。
この機能はバージョンアップ時に全CADに実装さ
れるほか、クラウドパースチェッカーにも実装される
予定となっている。

３Dパースに表示される部材（木材・金物）を１本づつ
半透明にしたり、表示を消したり出来るようになった

３Dパース表示時にグリッドが表示されるようになった
（物件全体表示と表示範囲を指定したもの）
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wallstatのフォーマットに対応させている。垂木や
屋根構面を入力せず小屋梁までモデル化した場合でも
耐震シミュレーションを行えるが、その有無によって
建物の損傷度合いに差が生じるため、より実物件に近
いシミュレーションを行うには、これらの入力が必須
となる。従来のXstar 版ではwallstat側での追加
入力を要していたが、今回これらの出力に対応したこ
とで再入力の手間なく確実な入力作業を行えるように
なった。
XF15版の直結 I/Fでは、面積の制限が無く、

階高も10階まで対応（Ver.24）している。また、
Xstar 版の全機能も有していることから一般住宅
と同様にCADデータから容易に大規模な非住宅物
件の耐震シミュレーションを行うことができる。特に
非住宅物件では構造計算上は問題ない場合でも、ルー
ト１の許容応力度計算では斜め方向の揺れが想定され
ていないため、実際に地震動を加えると構造計算と
は異なったシミュレーション結果になる場合がある。
XF15版の直結 I/Fでは、垂木や屋根構面など補強
や組替えが必要な部分が可視化されたことで、より安
全性の高いリアルな構造検討が行えるようになった。
また、XF15版の直結I/Fでは、（一社）耐震性能
見える化協会の建材データベースに登録された金物の
全てがパラメーターで出力できる。在来工法について
は仕口・継手・羽子板ボルト・ホールダウン金物等、
金物工法については各金物メーカーの既製品金物、非
住宅など中大断面材に使われる高耐力梁受金物につい
てはテックワンネクストが対応しており、中大断面材
を使用した大規模木造建築でも耐震シミュレーション
を行うことができる。
XF24版の直結 I/Fでは、前出の２者と異なり、

建築物を材せいの値を持った線情報「ワイヤーフレー
ム」に置き換えて耐震シミュレーションを行う。もと
もとwallstatは軸組工法のみを想定したソフトで
あるため、柱→梁→柱となり材と材が点で接続され
ているが、２×４工法では縦枠→上枠→頭つなぎ→
根太→下枠→縦枠と平行に材が重なるため、材と材
が点で接続されず、wallstatでは上手く計算するこ
とができなかった。そこで同社は、２×４部材をワイ
ヤーフレームという擬似的な線情報に自動で変換し、
複雑な納まりなど自動で判断が出来ない箇所はCAD

上で手動編集できるようにし、２×４工法のモデル化
を実現している。
ワイヤーフレームは２×４部材の上にピンク色の線
で表示され、モデル化後の断面寸法まで確認すること
ができるので、部材サイズのチェックなども簡単に行
える。また、頭つなぎ→床根太などのワイヤーフレー
ムが重なる部分については青色の線で注記表示し、手
動で伸縮・追加などの編集が行えるため、より信頼性
の高い耐震シミュレーションを行えるようになった。

wallstatの3Dモデル画面
（XF24から直結連動した２×４物件）

上の画像をワイヤーフレーム表示にしたもの
（屋根構面・水平構面・鉛直構面を表示）

さらに屋根構面・水平構面・鉛直構面を消したもの
（柱・梁・垂木のみの表示）


